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図8－3　運転資金残高の推移と目標

図8－4　企業債残高対給水収益比率の推移と目標
※第8章については、令和2年（2020年）4月からの
　料金改定を反映し、内容の一部を修正しています。
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図9－1　PDCAサイクルのイメージ

図9－2　ローリングによるフォローアップ
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（２）財政計画の目標設定
健全な水道事業経営を今後も持続するために、以下の２点を財政計画の目標としています。

水道事業経営の持続性向上のために必要な運転資金の確保を目指し、令和11年度（2029年度）における
「運転資金残高」の目標額を25億円としています。
改定後の料金水準では、令和6年度（2024年度）に運転資金20億円を確保できる見通しです。令和10年
度（2028年度）には最低限必要な15億円を一時的に下回る推計結果になっていますが、更なる経費縮減に努
めながら、料金算定期間の最終年度にあたる令和6年度までに改めて料金水準等の検証を行います。

目 標１

将来世代に過度な負担を残さないように、企業債借入額の適正化を図ります。借入額を償還額と同程度の
水準までとすることなどにより、令和11年度（2029年度）における「企業債残高対給水収益比率」を350％程
度までにとどめます。

目 標 2
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事業経営上の最低限必要な金額 災害時に収入が途絶える期間の備え

15億円 ＋ 10億円
（1か月の最大支払額＋翌年度の企業債償還金） （2か月分×5億円/月）
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企業債残高対給水収益比率に性質が近い「将来負担比率」の数値基準を参考にします。
地方公共団体（市町村の一般会計）では、この指標が 350% を超えると早期健全化団体に
なります。
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第９章　フォローアップ

基本理念の実現に向け、4つの基本方針に沿った施策・事業を計画的且つ効率的に推進
していくために、事業ごとの計画（Plan）を定め、それを実行(Do)し、その到達点を点検・評
価(Check)し、計画を見直し改善(Action)するPDCAサイクルにより、継続的に計画の進
捗管理を行います。

１　推進体制

4つの基本方針に基づいた具体的な実行計画として「アクションプラン」を策定します。
「アクションプラン」では年度ごとの取組を踏まえた目標を設定します。目標はできるだけ
管理指標などによる数値化を図り、継続的な進捗管理と分析・評価を行うとともに、必要に
応じて見直しを行っていきます。
また、本計画の計画期間は10年間と中長期にわたることから、5年目には水道事業を取り
巻く社会情勢の変化や達成状況などを踏まえて見直しを行い、ローリングによるフォロー
アップを行います。

２　進捗管理と評価・見直し

広報誌やホームページ等で随時公表し、具体的な取組内容の進捗状況や経年的な変化、
計画の進行管理について「見える化」を図り、市民にわかりやすい情報提供に努めます。
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